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1 まえがき

反転授業の自習時の学習ログを取得し，その学習ログ

に基づいて対面授業の時に学生をグループ分けすること

で学生の理解度別に授業を進めることができ，学生の理

解度の向上を図ることができることを示した [1]．特に，

グループ分けを行わない従来型の反転授業と比較し，理

解度の低い学生や事前に予習をしてこない学生に対して

底上げの効果を期待できることを示した [2]．

今回は，文献 [2]で行った実験に関して，実験後に行っ

たアンケート結果に基づいて分析を行い，理解度の低い

学生の底上げだけでなく，理解度の高い学生をさらに引

き上げる高次能力学習 [3]にも効果があることを示す．

2 グループ分け反転授業

本章では，我々が提案したグループ分け反転授業 [1]に

ついて簡単に述べる．反転授業の自習時に学生ごとの自

習に費やした時間を集計し，自習の最後にその理解度を

測るための自習確認テストを行う．自習時の自習時間と

理解度を用いて， (A)理解できている学生，(B)自習に

時間をかけなかったために理解できていない学生，(C)

自習に時間をかけたが理解できない学生の 3つのグルー

プに分けて対面授業を行う.

3 実験の概要

湘南工科大学情報工学科の 70名の学生を対象に，ま

ず約 1週間の自習を課し，自習時間のログを収集した．

自習の理解度を図るための自習確認テストを実施した．

自習期間後の教室での対面授業では，従来のグループ分

けを行わないクラス（従来クラス 28名）とグループ分

けを行うクラス（提案クラス 30名）に無作為に分割し

た．提案クラスに関しては、2章で示した基準でグルー

プ分けを行った．なお，授業は前半と後半で 2分割でき

る内容だったため，グループ分けも前半と後半で別々に

行った．グループ Aでは，学生自らが練習問題を考え，

グループ内の他の学生に対してその練習問題を出題させ

た．グループBでは，もう一度自習用のコンテンツで学

習させた後に自習確認テストを実施し，結果によってグ

ループ Aあるいはグループ Cに再編した．ここで，グ

ループ Cでは，教員が丁寧に学習内容の解説を行った．

従来クラスでは，グループ分けを行わず全員に対して一

斉に講義を行った．授業の最後に，最終的な理解度を測

るために，従来クラスと提案クラスの両クラスともに同

じ問題の最終テスト（14点満点）を実施した．

4 アンケート結果の分析

4.1 従来の講義形式の授業と比べたアンケート結果

従来の講義形式の授業と比べたアンケート結果を表 1

に示す．表 1より，講義形式よりも反転授業のほうが理

解できると多くの学生が回答していることがわかる．

表 1 従来の講義形式の授業との比較（単位は人）
提案 従来

講義形式の方が理解できる 0 0

講義形式の方がどちらかというと理解できる 3 5

どちらも同じくらい 7 8

反転授業の方がどちらかというと理解できる 13 4

反転授業の方が理解できる 6 6

4.2 グループ分けの効果についてのアンケート結果

グループ分けの効果に関するアンケートを行った．グ

ループCのように教員が丁寧に学習内容の解説を行った

学生だけでなく，理解度の高いグループAに配属された

半数，最終テストで 14点満点中 10点以上取った 57%以

上が，グループを分けた方が理解できると回答した．

4.3 授業内容の難易度についてのアンケート結果

授業内容の難易度に関するアンケートを行った．理解

度の高いグループ Aに配属された 40%，最終テストで

10点以上取った約 33%が退屈だったと答えるにとどまっ

た．理解度の高い学生は，理解度の低い学生対応のため

に退屈だと感じる傾向が高くなると予想されるが，今回

は，理解度の高い学生同士でより高度な問題を考えさせ，

学生同士で出題させることを行った．グループを分けた

ことにより，理解度の高い学生に対して，より高度な授

業を行えたといえる．

5 まとめと今後の課題

グループ分け反転授業は，文献 [2]で示した底上げの

効果だけでなく，能力の高い学生をさらに引き上げる高

次能力学習にも効果があることが示された．今後は，自

習時のログ情報から自動的にグループ分けできるよう

なツールを開発することで講師の負担を軽減できると考

える．
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